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キューピー株式会社の沿革 

 

1919年11月 各種ソースならびに加工食料品の製造を目的として、東京都中野区小滝町に食品工業株式

会社として設立される。 

1925年３月 キユーピーマヨネーズの製造を開始する。 

1948年３月 原料の入手困難に伴い一時中止していたマヨネーズの製造を再開する。 

1957年９月 社名を食品工業株式会社からキユーピー株式会社へ変更する。 

1962年８月 マヨネーズの主原料である食酢の製造販売を目的として、西府産業株式会社(現 キユーピ

ー醸造株式会社)を設立する。 

1966年２月 当社の倉庫部門を分離し、キユーピー倉庫株式会社(現 株式会社キユーソー流通システ

ム)を設立する。 

1972年３月 茨城県猿島郡五霞村(現 五霞町)に五霞工場を設置する。 

1973年４月 株式が東京証券取引所市場第一部銘柄に指定される。 

1973年９月 冷凍冷蔵食品の販売を目的として、株式会社キユーピーフローズン(現 デリア食品株式会

社)を設立する。 

1977年５月 卵素材品の販売部門を分離独立させ、キユーピータマゴ株式会社を設立する。 

1981年12月 ファインケミカル分野へ進出し、卵黄レシチンなどの製造を開始する。 

1982年３月 米国におけるマヨネーズ・ドレッシング類の製造販売のため、カリフォルニア州にQ&B 

FOODS,INC.を設立する。 

1990年１月 永年の取引先である米国の鶏卵加工品メーカー、HENNINGSEN FOODS,INC.の株式を取得し、

その経営に参加する。 

1993年12月 中国における調味料の製造販売を目的として、北京丘比食品有限公司を設立する。 

1994年４月 タイ国の提携先であるサハ・パタナ社と共同でAKESAOVAROS CO.,LTD.（現 

KEWPIE(THAILAND)CO.LTD.）を設立する。 

1995年９月 株式会社キユーピー流通システム(現 株式会社キユーソー流通システム)が東京証券取引

所市場第二部に株式を上場する。(現 同市場第一部指定) 

2000年12月 惣菜類の販売業務をデリア食品株式会社へ移管する。 

2002年４月 中国における製造能力の増強を目的として、杭州丘比食品有限公司を設立する。 

2009年６月 マレーシアにおける調味料等の製造販売を目的として、KEWPIE MALAYSIASDN.BHD.を設立

する。 

2010年11月 ベトナムにおける調味料等の製造販売を目的として、KEWPIE VIETNAM CO.,LTD.を設立す

る。 

2013年２月 インドネシアにおける調味料等の製造販売を目的として、PT. KEWPIE INDONESIAを設立す

る。 

2013年10月 旧仙川工場跡地に、研究開発機能とグループのオフィス機能をあわせ持つ「仙川キユーポ

ート」を開設する。 

2014年12月 パン周り商品販売事業をアヲハタ株式会社へ分割譲渡し、同社を連結子会社とする。 

2016年９月 ポーランドにおける調味料等の製造販売を目的として、Kewpie Poland Sp. z o.o（現 Mosso 

Kewpie Poland Sp. z o.o.）を設立する。 


